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緒 言

超音波診断装置利用による肉用牛の産肉能力に

関する早期選抜に関して原田ら(原田,熊崎 1979,

1980;原田 1982;原田他 1985;原田 1995a,

1995b;原田 1996)は産肉形質を高い精度で,予

測可能なことを認めており,直接検定牛の産肉形

質を後代牛やきょうだい牛の枝肉形質結果からで

はなく,超音波を用い検定終了時あるいは,その

後数ヶ月で直接種雄牛としての選抜を可能にでき

るという報告を行なっている.しかし,診断装置

は画像分解能の点で,必ずしも十分なものとはい

えない.そこで,本研究では,最近,当研究室が

中心となって開発した超音波測定器スーパー ･ア

イ ･ミー トSEM-900を用いて,個体の発育にと

もなう画像の変化,脂肪交雑と画像情報との関連,

および産肉形質の肥育にともなう経時的な変化に

ついてそれぞれ検討した.

材料および方法

1.供試材料

黒毛和種肥育牛を用い,生体重約300,400,お

よび500kg時にスキャニングを行い,診断装置の

Gain調整について検討した.また,脂肪交雑と

画像情報との関連を検討するため,2000-2001年

に宮崎県で実施された現場後代検定調査牛11セッ

ト112(うち去勢牛62)頭を検定終了前にスキャ

ニングし,得られた画像情報と屠殺解体後の脂肪

交雑との関連性を検討した.なお,脂肪交雑につ

いては,3クラス (0-1【,1-2~,2以上)に分

け,検討した.さらに,産肉形質の肥育にともな

う経時的な変化を検討するために,間接検定調査

午 (宮崎県15セット137頭,鹿児島県38セット301

戻)を用いて産肉形質ごとの発育パターンに合わ

せて検討した.

2.超音波測定方法

牛生体の超音波測定は,生体左側第7胸椎部に

接触媒体として,植物性油を塗布し,スキャニン

グした.脂肪交雑と画像情報との関連について検

討するために用いた現場後代検定調査牛に関して

は,26ケ月齢時に,産肉形質の肥育にともなう経

時的な変化を検討するために用いた間接検定調査

牛に関しては,10,12,14,16,18および20ケ月

齢時に超音波スキャニングした.

なお,測定には,リニア探触子による多重周波

数の超音波測定器 (スーパー ･アイ ･ミー ト

SEM-900およびSEM-500,富士平=業株式会社)

を用いた.

YL,-P+SE+T,+al(A,i-A)+a2(Ai]-A)2
+β.(WL]･-W)+β2(W,i-W)2+eL･,

where,

YL, :eachobservation,

〃

ub～
TrJ

:OverallmeancommontoallobservedvallleS,

:fixedeffectoftheith sire(i-1-53),

:fixedeffectofthejthstageoftestingperiod
U-1:10monthsofageafterthebirth,2:12monthsofage
afterthebirth,3:14monthsofageafterthebirth,4:16

monthsofageafterthebirth,5:18monthsofageafter

thebirth,6:20monthsofageafterthebirth.)

a1,a2 :COefficientoflinearorquadregressionofinitialmonthsof

age(A),

A,) :monthsofageatprogenytestlngStart,

A :meanofinitialmonthsofageofeachobservation,

Pl,82 :COefficientoflinearorquadregressionofinitialweight(W)

WE･j :Weightofageatpl･Ogenytestingstart,
W :meanofinitialmonthsofageofeachobservation,
et, :residualeffectofeachobservation.

Fig.1.LSMLMW PC-2vcr.ofHarveyalsobeusedbyfittingthemodel.
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3.超音波画像情報の収集方法

画像情報の収集に関しては,超音波測定器

SEM-900で新しく装備されたR-mode(ある一定

以下の強度のエコーをカットすることによりノイ

ズや多重反射を防ぐ機能)で測定した超音波画像

をスキャナで取り込み,市販の画像処理ソフトを

用いて,画像の平坦化 ･コントラストの均一化と

いった処理を行った後,輝度 ･ピクセル数等の画

像情報を得た.

4.統計分析方法

間接検定調査牛の胸最長筋横断面積,筋間脂肪

厚,バラ厚および脂肪交雑の超音波推定値を分析

対象形質としてHarvey(1990)の最小自乗分散

分析を行い,月齢区分ごとの各形質推定値の発育

曲線を推定した.なお,要因効果として種雄牛,

測定回次を母数効果に,また測定月齢および体重

-の一次および二次回帰を取り上げた.間接検定

調査牛における最小自乗分散分析に用いた数学モ

デルは,それぞれFig.1.に示すとおりである.

結果および考察

1.新装置による個体の発育にともなう画像の変化

個体の発育にともなう超音波画像はFig.2.に示

すとおりである.肥育前期の個体 (約300kg)の

画像は,他の画像と比較しても,装置のベースと

するGainでは遠距離の部位 (体深部)の反射波

が過度に強くでることが認められた.一方,肥育

中～後期 (約500kg)の個体では逆に弱くなり,

今回の個体では,胸最長筋横断面の体深部側半分

が確認できなかった.これは,個体の発育にとも

ない体構成の厚みが異なるわけであり,それによっ

て超音波の伝播様相が違ってくることに起因して

いるものと推察される.以上のことからも,超音

波測定を行なう時は,スキャニング時の個体の発

育に合わせ,本研究で用いたスーパー･アイ･ミー

トSEM-900で蓄積脂肪の程度によって若干異な

るが,生体重約400kgを境に,Gain調整を行な

う必要があると認められた.

2.脂肪交雑と画像情報との関連

肉質と超音波画像情報との関連に関しては,秩

肉格付けされた脂肪交雑を3クラス (0-ド,1-

2㌦2以上)に分けたところ,屠殺前スキヤニン

500kg

Fig.2.ChangesofultrasonicrenectionpictureCOrre-
spondingwithgrowth.
Lettersinthesefiguresareasfollows:a-M.
longissimusarea,b-M.trapezius,C-M･splnalis
thoracis,andd-Ribbone.,Scale(left).･1cm.

グによる画像上の胸最長筋内特定レベルの反射波

の出現率平均値はFig.3.に示すように,それぞれ

のグループで2.3±0.2%,2.7±0.2%および2.9±

0.2%であった.また,この画像情報と枝肉判定

億との相関係数は0.68(p<0.01)であった.さら

に,脂肪交雑のクラス分けを3クラスに分けた時

に,1-2~のクラスがサンプル数的にも多かった
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ことから, このクラスを細か く分け5クラス

(0-]∴ 1,1+,2~,2以上)に分けて,さきほど

の画像情報を検討してみた (Fig.4.).胸最長筋

内特定レベルの反射波出現率平均値はGroup5-1

から順に2.3±0.2%,2.7±0.3%,2.7±0.2%,2.7
±0.3%および2.9±0.2%であった.画像情報と

枝肉判定値との相関係数は0.61(p<0.01)と3
クラスに分けた時よりも低い値となった.これは

1-2-内のクラス分けを細かくしたものの画像上

においてそれにともなう相違があまり現れにくかっ

たものと示唆された.主観的な判断要素の多い脂

肪交雑において,客観性の向上をはかることが必

要とされている.韓牛を用いての実験であるが,

肉質等級 (特に脂肪交雑)に関して63.1%の精度
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で予測することができたと報告 (Y.H.Songet

al.2002)されている.本研究においても,胸最

長筋内特定レベル等の画像情報をより検討してい

くことにより,さらなる脂肪交雑の客観性向上を

はかることができるのではないかと考えられた.

3.産肉形質の肥育にともなう経時的な変化

本研究で用いた供試牛の産肉形質の経時的変化

をプロットしたものをFig.5.に示した.月齢が進

むにつれ,どの形質においても最大値から最小値

までの差 (バラツキ)が大きくなっていることが

認められた.
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Fig.5.GrowthpatternofM.longissimusthoracisarea,
marblingscore,andribthickness.

間接検定調査牛における超音波測定により得ら

れたデータの最小自乗分散分析の結果はTable1.

に示すとおりである.種雄牛および測定回次の効

果は,全ての形質において1%水準で有意な影響

が認められた.以上のような要因効果により,求

められた最小自乗平均値のうち今回は個体差が一

番大きく現れる20ケ月齢時の最小自乗平均値をも

とに,各形質ごとに最小自乗平均値よりも大きい

グループと小さいグループに新たに分類し,再度,

最小自乗分散分析を行い経時的な変化を検討した.

胸最長筋横断面積,脂肪交雑およびバラ厚をそれ

ぞれグループ分けし経時的な変化をFig.6.に示 し
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Tablel･AnalystsOrVarlanCeOru)trBSOnlCeSL･mateSOrCarcasstra･tSatSCYeralstagesopttestLllgPer10d

SIrC

Stage

RegressLOrL

lA(L111eaT)

lA(Quad)

lW (LlnCar)

IW (Quad)

8,37739** 83,14979** 84.38030つけ 16545*♯

]42.OL333 ** 418,2032L +* 782.50793 ,l* 1,58786 **

LO75 408 6261 035

4824 52882** 55446** 043

L47407** 3.6S54L ** 15.53204** 307**

L845 32614** 】3735 074

MLTA-M LongISSlmZJSLJ10rOCIS area at7th,IMFT-IrttermuSCu)ar fatthlCkness,RT-Rlb LhlCkness.
MS-Marbllngscore TA-teststallage,1W-leststallwelght ** p<001,*p<005

た 胸最長筋横断面鰍 ま,16ケ月齢時において大

きいグルーブと小さいグループの億′ト自乗平均値

の差が約4cm;あり.このことからも16ケ月齢時

において約40cm!以上の個体は.20ケ月齢時に

約50cm2以上に,また約37cm2以下の個体は約

43crn'程度にそれぞれ移行することが認められ

た 同様に脂肪交雑では18ケ月齢時に約 2+以上

の個体は,20ケ月齢時に約3以上に.また約 2-

以下の個体は.2程度にそれぞれ移行するものと

推定された パラ厚では14ケ月齢時に約62mrn

以上の個体は.20ケ月齢時に約98mm程度に.

また約52mm以下の個体は.約76mm襟度と,

それぞれ肥育終了後の枝肉実測佃を予測できるこ

とが認められた なお,筋剛 旨肪掛 まバラ犀とほ

ほ連動して肥育にともなう変化を示し,早期予測

についても同様の結果を得た

要 約

超音波診断其置利用による肉用牛の産肉能力改

良に関する研究が従来発寒されてきている 本研

究では,叔近,当研究室が中心となって開発した

超音波測定器スーパー アイ ミー トSEM-900

を用いて,個体の発育にともなう画像の変化,脂

肪交雑と画像情報との関連,および産肉形質の肥

育にともなう繰時的な変化について検討した

発育にともなう画像の変化に関して,スキャニ

ング時の個体の発育に合わせ 装僧のGaLn調整

を行なう必要があると認められた 脂肪交雑と画

像情報との関連については,画像情報を用いるこ

とにより.脂肪交発生の客観的推定の可能性が認め

られた 産肉形質の肥育にともなう経時的な変化

に関しては.胸最長筋横断面柿では16ケ月齢時,

脂肪交雑では18ケ月齢時また筋朋脂肪犀 バラ厚

においては14ケ月齢時で早期予測が可能であるこ

とが認められた

キーワ-ド 枝肉形質,超音波,肉用牛
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